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実績報告書 

 

 

 補助事業が完了したので、徳島県補助金交付規則第１１条の規定により、次のとお

り関係書類を添えて報告します。 

 

 

 １ 補助事業名  こども食堂「開設・運営」サポート事業補助金 

          「こども食堂の機能強化（追加募集）」 

           

 ２ 補助金の交付の指令番号 

    令和６年１２月１９日付け 徳島県指令青第４０２７号 

 

 ３ 関係書類 

  （１）補助金精算書（別紙６） 

  （２）事業報告書（別紙７、７－２） 

（３）その他必要となる書類 

 

 ４ 担当者の氏名、連絡先   氏 名：赤澤 貴子 

                連絡先：090-5048-4761 



別紙６

（単位：円）

事業
対象経費
支出額
A

寄付金
その他の
収入額
B

差引額
（A-B）
C

補助上限額
D

県補助
基本額
E

県補助
所要額
F

備考

こども食堂「開設・運営」サポート事業補助金

「こども食堂の機能強化（追加募集）」
123,266 0 123,266 120,000 120,000 120,000

（注）

１　本表に実施する事業の所要額を記入すること。

２　E欄には、Ｃ欄とＤ欄の額を比較して、少ない方の額を記入すること。

３　補助率は定額であるため、Ｆ欄には、Ｅ欄の額の千円未満を切り捨てた額を記入すること。

こども食堂「開設・運営」サポート事業補助金精算書

（　事業者名　：　　唐園藝術群　）



 

事業の目的

事業内容及び

実施方法

※頻度、回数、

時間、場所、

内容、スケ

ジュール等

実施体制

(スタッフ数等)

周知方法

参加対象

(年代、人数等)

12/14（小学生3人、親3人）、1/25（小学生1人、親1人）

11/25、12/16、1/27（ツアーガイド 1人）

こども⾷堂「開設・運営」サポート事業補助⾦
事業報告書

別　紙　７

「こども食堂《唐園ちいき食堂》」において、「子どもの居場所」と

しての機能を強化し、地域の子どもがより深く地域のことを理解する

ことで、自分を見守ってくれる地域の人たちや自治会などにつながる

「地域案内ツアー」を造成し、子ども食堂イベントで提供した。

毎月第４日曜日に開催している「子ども食堂《唐園ちいき食堂》」のイベント

として、来場する子どもたちが「地域のことをもっとよく知る」ための地域案内

ツアーを造成し、2月には子ども食堂イベントでツアーを行った。

 ◎こども食堂《唐園ちいき食堂》における「地域案内ツアー」の開催

　・11月〜１月のこども食堂の前後日でツアーの行程やマニュアルを作成し

　　2月のこども食堂イベントでツアーを実施した。

　

　・実施日：毎月第４日曜日の前後日（土曜日と月曜日、全５回）

            ・地域めぐりワークショップ（子ども参加）：12/14、1/25

　          ・行程とシナリオづくり（養成ガイドと講師）：11/25、12/16、1/27

　　　　　 ・各日：10時〜15時（12時〜13時は昼休憩）

　・子ども食堂イベント「地域案内ツアー」：2月23日（日）10時〜11時30分

  ・開催場所：唐園藝術群（板野郡板野町唐園字東西窪４番地）

・役員４名（代表１名が養成ガイドとしてツアーガイドを務める）

・運営スタッフ９名（子ども食堂の運営）

・講師１名

◎《唐園ちいき食堂》スタッフ、参加者への声掛け、SNSによる周知

◎インスタグラム、ホームページによる情報発信（随時）



２　事業費内訳 （円）

費目 所要金額 積算

報賞費 111,370

講師謝金（１回あたり４時間の対応）

　四国案内ツアーズ　代表　鈴木 誠

 （地域振興を目的とする非営利団体の代表、

　　　地域ツアー造成、集落案内ガイドを実施）

　@22,274円（源泉徴収後20,000円）×5回

　　　　　　　　　　　　　　　＝111,370円

備品費 11,896
ガイド用ハンズフリー・ポータブル拡声器

　@11,896円×1台＝11,896円

合計 123,266

所要額 120,000 （千円未満切捨）



【 12/16ガイド事項の検討】

【 11/25最初の打ち合わせ】 【 11/25⾏程の検討】

【 12/14地域で気になることワーク①】

【 1/25 地域で気になることワーク②】

【 2/23地域案内ツアーの実施】

【 1/27ツアー現地リハーサル】



唐園藝術群 《いたの学舎・唐園ちいき食堂》 

地域案内ツアー[行程表・ガイド項目] 

 

「むかしと今をたんけん！ 

農村と工場の発見ツアー」 

 

【ツアー概要】 

対象年齢：小学生（１〜６年生） 

所要時間：90 分（10:00-11:30） 

定員：10 名 

スタッフ：ガイド 1 名、補助スタッフ１名 

参加費：無料 

 

【安全対策】 

開始時の体調確認 

飲料水の携行必須 

救急箱の常備 

保護者の付き添いあり 

 

【タイムスケジュール】 

●10:00-10:10 集合・導入（10 分） 

- 挨拶、簡単な地域の紹介 

- 安全に関する約束事の確認 

●10:10-10:40 農村エリアの見学（30 分） 

- 農具展示コーナーで昔の道具を説明する 

- 田んぼと畑の風景を観察 

- 畑の土を売ってお金に変えていた昔の話 

- 石垣（洪水のこと）、用水路（生活水のこと） 

- 畑と田んぼの風景を観察 

- 季節の農作物（春は人参、夏は稲作）の説明 

- クイズ形式で地域の農業について学ぶ 

●10:40-11:00 地域の昔について聞く（20 分） 

- 地域住民の「橘民子さん」から昔の話を聞く 

●11:05-11:20 集落内にある鉄工所の見学（15 分） 

- 安全な場所から工場を見学 

- 「千万人さん」から鉄工所のお話を聞く 

- 鉄工所の建物や機械を観察 

●11:20-11:30 まとめ（10 分） 

- 参加者がそれぞれ見つけたことを発表 

- 集合写真の撮影 

 

 

 

 

 

 

【案内ポイント】 

1. 地域の特徴 

     - 農業と工業が共存する集落 

     - 地域の暮らしと産業の関係 

2. 発見する楽しさ 

     - 身近な地域の再発 

- 地域にある暮らしや仕事への関心 

3. 環境への気づき 

     - 自然環境と地域の人々の暮らし 

- 地域で行われている環境保全 

 

【準備物】 

ガイド・補助スタッフ準備物 

- ガイドマイク 

- 案内用の写真パネル 

- クイズカード 

- 救急箱 

- カメラ 

 

【参加者の持参物】（チラシなどで事前に周知） 

- 帽子、防寒具 

- 飲み物 

- 運動靴着用 

 

【雨天時（大雪や大雨）の対応】 

- 《いたの学舎》内でのガイド実施 

- 写真パネルやクイズカードを活用した説明 

- 農具展示コーナーの見学を重点的に実施 

 

【その他の事項（受付で）】 

- 写真撮影の同意確認 

- 緊急連絡先の確認 

- アレルギー等の事前確認 
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 春：畑（⼈参ハウス） 
夏：⽥んぼ（稲作） 畑の⼟を売った話 
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赤澤姓の家々と
「赤澤信濃守
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